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本研究では、温和な環境調和型条件で進行する様々な炭素‐炭素結合形成反応の開
発を行った。すなわち、有機光触媒と汎用蛍光灯を活用し、１）直接的不斉アルドー
ル反応、２）ピロロイソキノリン骨格のタンデム型構築法、３）環拡大反応による中
員環構築法、４）ラジカル付加と開裂を経るジヒドロチオピラン環構築法を確立した。
１）では、ベンジルアルコール類と種々のケトン類から、空気雰囲気下、プロリン型
触媒及びアントラキノン系増感剤存在下、ワンステップで高立体選択的に種々のアル
ドール誘導体を得る方法を、２）では、メチレンブルー存在下、テトラヒドロイソキ
ノリン類と電子求引基を持つアルケンまたはアルキン類との光酸化的[3+2]環化付加、
芳香族化反応によって一挙にピロロイソキノリン骨格を構築する方法、３）ではα位
にヨードメチル基を有するβ–ケトエステル類から光増感剤による Dowd-Bechwith
環拡大反応で中員環を構築する方法を、さらに４）で、光増感剤とスルフィン酸塩に
よる光ラジカル環化、β開裂反応でジヒロドチオピラン環を構築する方法を開発する
ことに成功した。いずれも低コスト資源である光エネルギーを活用した温和でクリー
ンな反応であり、持続可能な医薬品製造プロセスに資するものと期待される。よって、
博士（薬学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
 
 
